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【オンライン講習会】
【ご挨拶】
「オンライン講習会」事前説明会にご参加いただきありがとうございます。
気象・気候変動に伴い、進行する環境悪化、巨大化・頻発化する自然災害、
さらに、深刻なコロナ感染症の拡大など、緊急かつ重大な事態に陥っております。
この非常事態に直面し、「どのように対処していくのか！」皆様方と議論し意見交換を
行うため【オンライン講習会】を企画いたしました。
講習会は2021年1月~2022年1月の間に7回のシリーズを予定しております。テキストは
すでに発行しております「八代海再生へのシナリオ」を用いて、八代海沿岸海域の再生
と地域創生を事例として取上げていきます。
オンライン会議の下、講習会と意見交換を通じて、今日の環境・防災問題等に関す
る日本の情勢や政策等を整理するとともに、課題解決に向けての具体策！ やるべきこ
と！ を行政、民間企業、住民等の立場ごとに皆様と一緒に考えていきます。
皆様方の多数のご参加をお待ちしております。
初めてのオンラインでの講習会ですが、どうぞよろしくお願いします。
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【オンライン講習会の目指すところ】

１．現状の課題

有明海・八代海の環境悪化が顕著となり、その再生が社会的重要課題として認識され
るようになって、およそ20年来の長期になっておりまが、海域環境再生に関する具体的対策
は未だに不十分で、科学的根拠に基づく対応策が喫緊の重要課題であります。
海域環境の悪化が著しい一方で、「1999年の八代海高潮災害」、「2016年の熊本地震」、
「2017年の九州北部豪雨」、「2020年の球磨川大洪水」など、この両海域は台風の常襲地
帯でもあり高潮・高波などの海象災害や洪水・土砂災害などに悩まされ自然災害に対する
防災・安全対策も欠かすことができません。
この両海域では“単純に環境再生の課題“のみではなくて、「如何にして環境と防災との
調和した沿岸地域社会を形成するか！」が大きな課題であります。
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２．課題への対応

〇海域環境再生に関する重要課題：
⇒複雑な影響因子が関係し機構解明が困難
（物理・化学的環境要因と生態系の関係）

〇自然災害に対する防災・安全対策：
⇒地球温暖化に伴う気候変動・自然災害の
巨大化・頻発化・複合化

このためには

※１：科学的根拠に基づく、
緻密かつ大きな立場から、俯瞰的視点を持ち
LOCAL GLOBAL EAGLE-EYES

総合的に対処することが必要！
G-LOCAL

※２：持続的な対応には、
普遍的シナリオ作成とその共有が不可欠！
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災害の課題

平成23～27年度 文部科学省 特別経費：～大学の特性を生かした多様な学術研究の充実～



研究成果：「八代海再生へのシナリオ」の刊行
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平成23年～27年の5ヶ年の時限プロジェクトとして進
めてきた「生物多様性のある八代海沿岸海域環境の俯
瞰型再生研究プロジェクト」の終了後、これに引き続
き、プロジェクト研究成果に加え八代海沿岸域再生に
関わるこれまでの膨大な研究成果や知見・最新の科学
技術情報等を収集・整理・執筆・編纂作業を行い、
その成果として「八代海再生へのシナリオ」を刊行

⇒ 講習会のテキスト
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2017年

皆で話し
合う場
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【オンライン講習会の目指すところ】
深刻なコロナ禍の中、環境悪化と自然災害の巨大化・頻発化のスパイラルに対処するため
には、科学的根拠に基づく総合的・俯瞰的な視点からの対応が重要。

特に、熊本県では、 「2020年の球磨川大洪水」への対応が緊急の課題でもある。
【治水対策（ダム、堤防、河床掘削、湧水地など）、減災対策（ソフト対策：避難対策・
情報網など）、環境対策、リスク管理（緊急対策・災害時・長期対策）など総合的視点】

ここでは、「八代海海域の再生と地域創生」を１事例として取り上げ、
①課題の科学的分析、②特性の理解と評価の手法を学び、その対策について
③参加者全員での意見交換を通して合意・共有し、④具体策の検討と実施策
を考える。
など一連の過程を総合的・俯瞰的視点から捉えて「普遍的シナリオの作成」を
目指すものです。（普遍的ビジョン）



共通認識の形成（行政・民間企業・住民それぞれの立場から）

第1部：八代海はどんな海？
第2部：八代海を取り戻す

ためにやること！ 第3部：八代海をいつまでも！
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『有明海・八代海沿岸海域の再生と
持続的な地域創生のために』

多くの皆様方と一緒に
“普遍的なシナリオ”考えて行きましょう！
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